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16 林毓生は学界で名声を博した『中国思想の危機』（林毓生〔1976〕『The Crisis of Chinese 
































































                                                  
19 沈国鈞（1962）「『文化問題』底討論与問題」『文星』55 期，ｐ12-15，文星雑誌社。沈国鈞は当時『台
湾日報』の記者である。 




22 謝剣（1962）「文化的基本認知与中国文化的出路」『文星』第 57 期,p3-8,文星書店. 
23 洪曉楠（1998）「論殷海光的文化思想」『中国文化月刊』第 218 期，p19-33，中国文化月刊雜誌社． 
24『中国文化的展望』（1965、文星書店）は殷海光の最も重要な著作である。彼は欧米学者の文化人類学・


































                                                  
25 許倬雲(1966)「読殷海光著『中国文化的展望』」（殷海光著・林正宏ほか編〔2009〕『殷海光全集 2・中





























                                                  
26 1989 年に台北の桂冠図書出版社により『殷海光全集』を出版したが、収録されなかった作品が多く、
誤謬な箇所も少なくなく、全集として整備されてないので、2009 年に台湾大学出版社は海峡両岸の学
者の労作による編纂された全 22 巻の新しい『殷海光全集』を出版した。 
27 韋政通（1990）『儒家与現代中国』上海人民出版社. 



































作:『周易的自然哲学与道德涵義』（1935 年）、『心体与性体』（1969 年）、『政道与治道』（1961 年）『佛
































































































り扱う 1960 年代「中西文化論戦」、1980 年代中期の「文化熱（文化ブーム）」と呼ばれる
                                                  
































                                                  
38 李沢厚（1987）『中国現代思想史論』東方出版社． 


















































































































                                                  
41 徐復観の履歴については次の著作を参考にした。徐復観著・王曉波等編『徐復観全集・无惭尺布裹頭
帰・交往集』（九州出版社、2014 年）、徐復観著・王曉波等編『徐復観全集・无惭尺布裹頭帰・生平』
（九州出版社、2014 年）、李維武『徐復観学術思想評伝』（群言出版社、2003 年）。 
42 原文:我真正是大地的儿子，真正是从农村的地平线下面长出来的。徐復観（1952）「誰豳風七月編」（『徐



























また、知識人とする徐復観の活動に関して特記すべきは出版活動である。1947 年 1 月、
南京で学術誌『学原』を創刊して運営し、学術界での人脈を作った。さらに 1949 年 6 月に、
香港で雑誌『民主評論』を創刊し、経営者・編集者・筆者を一人で兼ねて、雑誌を主宰して


















1980 年 9 月、胃がんが発見され、死期が迫っているのを察した徐復観は体力の許す限り
原稿を書いていた。1981 年 12 月に最後の著作『中国経学史』を完成させ、息をひきとった










                                                  
44 徐復観「中国政治問題的両個層次」（『徐復観全集・学術与政治之間』,p137-148）初出:『民主評論』第
2巻 18 期 1951 年 3 月 16 日号. 
45 徐復観「无惭尺布裹頭帰」（『徐復観全集・无惭尺布裹頭帰・生平』,p186-190）。初出:『文化旗』1969































 1944 年 9 月、国民政府は「十万青年十万軍」のスローガンを掲げて、知識青年の従軍を呼
びかけた。愛国心に駆られた殷海光はこの運動に応じて大学院を休学して入隊し、「中国遠
                                                  
















1949 年 3 月、台湾に来たことを契機に、殷海光はやがて『中央日報』社から退職した。
この時期の彼は国民政府の腐敗に刺激され、経済改革の必要性を痛感し、友人と社会主義・
フェビアン主義についてよく語り合った。 



















































『殷海光学記』、25 頁）。初出:徐復観（1982）『徐復観雑文 4・億往事』時報出版社。 
51 原文:午夜夢回，苦思焦虑的就是故土故人，大地河山，七億同胞的和平、生命、幸福的問題。「致朱一
























































                                                  
52 陳独秀、「敬告青年」、『青年雑誌』、1巻 1号、1915 年 9 月。中国語の翻訳は丸山松幸訳・坂元ひろ子改
訳の訳文（『新編原典中国近代思想史』ｐ53-ｐ60）を参照した。 
53 呉虞「家族制度為専制主義之根据論」（『呉虞文禄』ｐ1-6，黄山書社，2008）。初出：『新青年』2巻 6
























                                                  
55 例えば、趙立彬（2005）の研究は胡適と陳序経の「西化」思想の違いについて比較研究を行った。（『民
族立場与現代追求:20 世紀－40 年代的全盤西化思潮』 生活・読書・新知三聯書店）。 















文化復興が趣旨とされる「中国文化建設協会」を創立した。翌年の 1935 年 1 月に同協会が刊行する機




































                                                  
59 韋政通「台湾三十年来的思想界」、『台湾文芸』106、1987 年 7 月。 





































64 唐君毅（1952）「人文与民主之基本認識」『民主評論』3巻 24 期、p3-7、1952 年 12 月 16 号。 
65 殷海光（1954）「政治組織与個人自由」『自由中国』巻 10 期 2、1954 年 1 月 16 日号。 
66 徐復観（1954）「給張仏泉先生的一封公開信－環繞著自由与人権的諸問題」、『民主評論』第 5巻第 15
期、1954 年 8 月 16 日号。 
67 原文:時至今日講復古，無論講得怎樣玄天玄地，根本是死路一条，不会有前途的。殷海光（1957）「重整








1961 年 11 月 6 日、胡適は「東アジア科学教育会議」開会式の際に、「Social Changes 



















                                                  
68 徐復観（1957）「歴史文化与自由民主―対辱罵我們者的答复」『民主評論』第 8巻 10 期,1957 年 5 月 16
日付。 















1962 年 1 月に刊行された『文星』51 期で、李敖は近代啓蒙における胡適の功績を高く評
価する一方、胡適の限界が「保守」にあり、より過激な「西化」が伝統のあらゆる悪弊を一
掃する最も確実な方法であると主張している74。 




















73 『文星』（1957-1965）とは、蕭孟能・朱婉堅夫婦が経営した台北文星書店が 1957 から発行した総合雑
誌である。「思想的、芸術的、生活的」をスローガンとし、時論の他、芸術評論・小説も発表した。李
敖が編集に務めた影響で「西化」を支持していた。 
74 李敖（1962）「播種者胡適」、『文星』51 期、p3-7、1962 年 1 月 1日号。 
75 李敖（1962）「給談中西文化的人看看病」『文星』52 期、p9-10、1962 年 2 月 1日号。 
76 居浩然（1962）「西化与復古」（胡適・李済など著『胡適与中西文化』、p283-292）。初出:『文星』54 期
1962 年 4 月 1 号。 
















現れた。1964 年 8 月、侯立朝は国民党当局の指示を受け、『文星集団想走哪条路』（『文星集
団はどちらの道を歩くか』）と題する著書を出版し、殷海光が「西洋派」の組織いわゆる「文
星集団」の黒幕であると主張し、殷海光を陥れた81。1965 年 12 月に当局の圧力の下、『文
星』が停刊され「中西文化論戦」に幕を閉じた。 
  
                                                  
78 章清「在中西文化論戦的漩渦中」参照、『思想之旅―殷海光的生平与志業』、248 頁-264 頁。 
79 梁実秋「我対討論中西文化問題的建議」、(李敖編『文星選集』327、頁鴻蒙文学出版公司、1982 年）。
初出:『文星』第 56 期、1962 年 6 月１日号。 
80 同上、327 頁。 























































































































胡適の発言が 1961 年 12 月 1 日付の『文星』に掲載された後、衝撃を受けた徐復観はす
ぐに胡適の発言を批判する文章「中国人的恥辱、東方人的恥辱」（「中国人の恥辱、東洋人の

















































                                                  
90 同上、p441。 
91 徐復観（1962）「過分廉価的中西文化問題――答黄富三先生」（『徐復観全集・論文化（二）』,493 頁）
初出:『文星』第 53 期,1962 年 3 月 1日号。引用文は徐復観が使った訳本と同じの中村誠太郎の訳書





































































                                                  
100 同上、p594。 
101 同上、p550。 
































                                                  
104 徐復観（1950）「復性与復古」（『徐復観全集・論文化（一）』ｐ87）.初出:『民主評論』第二巻第五期

































                                                  
水 や火のごとく豊富となれば、（人民も自然、礼儀を重んずるようになり）どうして不仁な者などが
あろうか」。宇野精一著（1973）『孟子』ｐ476,集英社。 




























1962 年 9 月 1 日に刊行された『文星』10 巻 5 期では、林語堂118が 1929 年に書いた「機










































                                                  
119 原文:我們須記得機器文明原来也是人類精神之一種表現。有了科学，然後有機器，有了西人精益求精的
商業精神，才有今日人人歡迎的舶來貨品。林語堂（1929）「機器与精神」,『文星』10 巻 5 期 p36-






121 徐復観（1961）「西方文化之重估」（『徐復観全集・論文化（一）』，p436）。初出:『華僑日報』1961 年 9
月 13 日。 
122 同上、ｐ436 




























                                                  
124 原文：他雖然不知道中国文化，但他背負著基督教的旗子，於不知不覚中，向中国文化的方向，摸索前
進。徐復観（1965）「西方聖人之死－対史懷哲的悼念」(『徐復観全集・論文化（二）』,ｐ627-628).初











































































                                                  
129 李淑珍（2011）「自由主義、新儒家与 1950 年代台湾自由民主運動：従徐復観的視角出発」『思与言』第
49 巻第 2期,p9-90, 思与言雑誌社. 
130 蕭高彥（2014）「五○年代台湾自由観念的系譜：張佛泉、『自由中国』与新儒家時間軸に」『人文及社会





























                                                  
131 張仏泉（1953）「自由与国際和平」『自由中国』8巻 9期，p4-8，1953 年 5 月 1日号,自由中国雑誌社. 
132 張仏泉(1953)「自由之確鑿意義」、『自由中国』8巻 10 期,p10-161953 年 5 月 16 日号，自由中国雑誌
社. 
133 張仏泉(1953)「自由観念之演変」、『民主評論』4巻 12 期,p3-8,1953 年 6 月号,民主評論雑誌社. 
134 原文:只要提及「自由」時我們東方人第一個想，便是些玄天玄地的問題。張仏泉(1953)「亜洲人民反共

























1954 年 2 月、徐復観から殺到した『自由中国』編集部への抗議手紙に対して、殷海光は
                                                  
135 張仏泉(1954)「自由日談真自由」、『自由中國』第 10 卷第 3期 、1954 年 2 月 1日号。 






141 同上、ｐ300-301。  
142 原文：自由並非德式的玄學家所說的抽象的理念或観念，也不是那些言不由衷的政治口号，而是毎個人
所能実実徽徽地感受到的那些基本人権。殷海光（1954）「政治組織与個人自由」（『殷海光全集９・政治



























                                                  
143 雷震・殷海光・張仏泉・徐復観（1954 年）「自由的討論」『民主評論』5巻 6期,p183,1954 年 3 月 20
号。張仏泉の「自由日談真自由」が掲載された後、徐復観は張仏泉と『自由中国』の編集長である雷
震に手紙を送り、「心の自由」と「国家の自由」も「個人の自由」と同じ重要な問題として検討すべき
課題であるという主張を表した。1954 年 2 月 14 日に殷海光は『自由中国』編集部の名義で返信を執
筆した。 
144 同上、ｐ183。 
145 殷海光（1955）「自由的真義」（『殷海光全集 9・政治与社会』p866）。初出:『祖国週刊』巻 9期 4、
























                                                  
147 徐復観（1954）「給張仏泉先生的一封公開信－環繞著自由与人権的諸問題」、（李明輝編『徐復観雑文補
編・思想文化巻（下）』p63,中央研究院中国文哲研究所籌備処,2001）。初出:『民主評論』第 5巻第 15
期、1954 年 8 月 16 日号。 
148 同上、ｐ64。 
149 サー・ヘンリー・J・S・メイン（英: Sir Henry James Sumner Maine, KCSI、1822－1888）は、イギ
リスの法学者・社会学者・政治評論家。イギリスにおける歴史法学の創始者とされている。代表作










































































    
     民主政治において多数決により決められた統一的な行為は、一種の極めて限定的な
行為であり、人々の大部分の行為は、多少の共同した傾向があり、若干の共同した標準
規約を認めているにもかかわらず、伝統・習慣・教育・文化などに由来し、政治の多数
                                                  



















































































































































                                                  
174 原文：孔子奠定了儒学基礎，同時也就是創発了中国的自由社会。我這裡所說的自由社会，指的是一個
人能憑借自己的努力而改進自己的地位而言。徐復観「中国自由社会的創発」（『徐復観全集・学術与政治





























































































沼裡打滾,展不開新的視野,拓不出新的境界。殷海光「致林毓生」1968 年 9 月 24 日付、『殷海光全集 19
・林毓生書信録』p231。 
185 原文:胡適是一個美国主義者。陳序經是一個新聞記者式的宣伝家。殷海光「致林毓生」1968 年 10 月 9
日付、『殷海光全集 19・林毓生書信録』、236 頁。 
186 『中国文化的展望』（1965、文星書店）は殷海光の最も重要な著作である。彼は欧米学者の文化人類学・











































































胡適先生六十五歲文集』中央研究院,1957 年 1 月 1日。 
63 
 








で「漸進」の意味について、殷海光は「可運作的程序之先後陳列」（the sequential order 

















                                                  
195 殷海光「胡適与国運」（『殷海光全集 14・学術与思想（下）』p925）。初出:『自由中国』巻 20 期 9、





























情緒（cosmic feeling）や統合の感（sense of integration）を満足させるが、認識意義
                                                  




































                                                  
203 原文：玄学是由一堆只能滿足宇宙情緒（cosmic feeling）或統合感（sense of integration）但卻沒






































                                                  
209 殷海光「致雷震」1955 年 2 月 27 日付、『殷海光全集 20・殷海光書信録』p121。 
210 雷震「雷震日記」1954 年 3 月（雷震著・傅正編〔1990〕『雷震全集・35』p215,桂冠図書股份有限公
司）。 
211 殷海光「五四的隐没和再現」(『殷海光全集 14・学術与思想』p1279)。初出：『大学生活』巻 4期
5,1969 年 5 月 15 日号。 
212 同上、p1279。 



























                                                  
214 胡適（1919）「実験主義」（『胡適文存・1』ｐ213-239,黄山書社，1996）。初出：『新青年』6巻 4期，
1919 年 4 月 15 日号。 
215 山口榮（2000）『胡適思想の研究』p.108,言叢社。 
216 胡適（1919）「清代学者的治学方法」（胡適著・陳平原編『胡適論治学』p147-172，安徽教育出版









































                                                  
303 頁。 
222 同上、ｐ305。 


























                                                  
224 同上、ｐ362 頁。 










































231 前掲：殷海光（1965）『中国文化的展望』（『殷海光全集 2・中国文化展望（下）』ｐ479－480）。 





































































                                                  
236 前掲：殷海光（1965）『中国文化的展望』（『殷海光全集 2 中国文化的展望（下）』p392）。 
237 原文:我們知識分子在這樣蒙昧的東方世界要救人，…唯一可行的大道就是従事文化工作、切実介紹西方
的学術思想――這並不是陳序經所說的什麼「全盤西化」。全盤西化従文化人類学的観点看、是不可能的
事;而且，也不必。我們所需的，是一世界性的普同文化。殷海光「至羅業宏」1965 年 5 月 28 日付（『殷
海光全集 20・殷海光書信録』,p397）。 























                                                  
239 原文:欧洲近代文化的確比我們進歩得多。同上、p374。殷海光が引用した原文は陳序経の『中国文化的
出路』（商務印書館、1934年）の中の「全盤西洋化的理由」という章からものである。 
240 文化相対主義は 20 世紀前半に植民主義や人種差別主義を対抗する学説として成立されたのである。文












































                                                  





























                                                  








たのである。（杜亜泉「静的文明与動的文明」『東方雑誌』第十三巻十号、1916 年 10 月 10 日。（訳文
は『新編原典中国近代思想史４』の 309 頁から引用したもの。） 
251 陳序経（1936）「東西文化観・上・復古主張的観察」『領南学報』5巻 1 期,ｐ39。 
252 原文は文化圏囲であるが、その内容を見れば、文化人類学における文化圏（ドイツ語 Kulturkreis、英





















































































































































































                                                  
























































































































































                                                  
276 林毓生：哲学者、中国近代思想史学者。1934 年に瀋陽に生まれ、1958 年台湾大学歴史学部卒業、殷海光
の学生として知られ。1960 年にアメリカに留学、F・ハイエクのもとで学び、1970 年からウィスコンシ
ン大学で教鞭を取り、2004 年に定年とともに名誉教授を授与された。『The Crisis of Chinese Consci
ousness: Radical Antitraditionalism in the May FourthEra』(和訳『中国の思想的危機：陳独秀・胡
適・魯迅』)をアメリカで出版し、中国思想研究分野において有名になった。そのほかの著作に『中国伝
統的創造と転化』、『思想と人物』（1983）、『殷海光・林毓生書信録』（1994）などがある。 






































                                                  
281 林毓生著・丸山松幸訳（1989）『中国の思想的危機：陳独秀・胡適・魯迅』ｐ37-42,研文出版。林毓生の
英文原著は『The Crisis of Chinese Consciousness: Radical Antitraditionalism in the May Four
thEra』（Madison : University of Wisconsin Press , 1979）と題するものである。 
282 原文:文化是人性対生活的一種自覚，由自覚而発生対生活的一種態度（既価値判断）。徐復観(1952)「儒
家精神之基本性格及其限定与新生」（『徐復観全集・儒家思想与現代社会』ｐ3）。初出:『民主評論』「副

























                                                  













































































                                                  
292 徐復観（1952）「文化的中与西―答友人書二」（『徐復観文集・第一巻文化与人生』ｐ22-23）。初出：











































































                                                  
299 同上、ｐ474。 

































                                                  
304 原文:文化是一種実際的存在。這一種実際的存在，係由整個社群所獲得並由社群籍種種符徽所伝播的一
切行為模式。殷海光（1959）「中国文化発展的新取向」（『殷海光全集 14・学術与思想』ｐ979）。初出：































                                                  































                                                  



















































































































321 殷海光（1957）「重整五四精神」『殷海光全集 13・学術与思想（中）』ｐ798‐799。『自由中国』巻 16 期























                                                  
322 殷海光（1968）「五四的再認識」（『殷海光全集 14・学術与思想（下）』ｐ1241）。初出：『大学生活』巻
3期 5，1968 年 5 月 15 日号。 
323 梁啓超「論自由」『新民叢報』1902 年 5 月 8日 22 日付。同論文は『飲氷室文集』（广智书局 1916 年）

























































































































































7)「中国文化復興的若干観念問題」(『徐復観全集・論文化（二）』p674)『出版月刊』1967 年 1 月 1
日付。 
343 前掲:徐復観「中国文化復興的若干観念問題」(『徐復観全集・論文化（二）』p674)。 




































349 Charies Loomis（1905-1995）はアメリカ社会学者である。殷海光が引用した書は Charies Loomis の
『social systems』（D.Van Nostrand Company,1962）である。 





























                                                  
351 原文:中国的文化，既不是以神為中心而展開的，也不是以自然為中心而展開的，很早便是以人的自身為
中心而完成其发展；因此中国文化，似乎不妨称為人文主義的文化。徐復観（1960）「中国古代人文精神
之成長」（『徐復観全集・徐家思想与現代社会』ｐ98）初出:『民主評論』、第 11 巻第 14 期，1960 年 7



































































                                                  
356 原文:伝統並不是別的東西，只是社群生活之經驗的累積。経験的累積。対於後来的生活而言，是一指引
或借鑒。殷海光(1955)「伝統底価値」(『殷海光全集・学術与思想』ｐ761)初出:『祖国週刊』巻 9期
































































                                                  
364 前掲：殷海光（1965）『中国文化的展望』（『殷海光全集 2・中国文化的展望（下）』ｐ420）。 
365 アーノルド・ジョゼフ・トインビー（Arnold Joseph Toynbee、1889 年- 1975 年は、イギリスの歴史









初出:『自由中国』巻 6期 2，1952 年 1 月 16 日。 





























また、二年後の 1959 年 5 月 5日発表された「五四運動」の記念文「胡適与国運」におい
て、殷海光は復古派の中の二つの類型を抽出して、それぞれが如何に中国の進歩を妨げるか


































                                                  















































































































                                                  
387 徐復観「歴史文化与自由民主―对於辱罵我們者的答复」（『徐復観全種・学術与政治之間』、ｐ511）。





















































































































                                                  



































































































                                                  








































411 前掲:殷海光（1960）「論沒有顏色的思想」（『殷海光全集 14・学術与思想（下）』ｐ1083-1085）。 
412 原文:是什麼就說什麼。殷海光（1957）「是什麼就說什麼」（『殷海光全種 10・政治与社会』ｐ976）。初
出:『自由中国』巻 17 期 8、1957 年 10 月 16 日。また、「従有顏色的思想到無顏色的思想」では殷海光
がアリストテレスの「To say of what is that it is not, or of what is not that it is, is 



























                                                  
413 原文:無論対於文学，哲学，藝術，科学都不從其本身去衡量，而一概従一種政治観点去衡量。前掲:殷
海光（1959）「科学及其基本」（『殷海光全集・学術与思想（下）』ｐ901）初出:『文星』16 期、1959 年
2 月 1日号。。 








































422 殷海光（1956）「守護我們的堡壘」（『殷海光全集 16・書評与書序（下）』、ｐ424）。『自由中国』巻 14 期

































































































                                                  











































432 殷海光「伝統的価値」（『殷海光全集 13・学術与思想』、774 頁）。初出:『祖国週刊』巻 9期 8、1955 年
































































































                                                  
435 徐復観（1964）「一個自然科学家的悲願」（『徐復観全集・論文化（二）』ｐ609-610）。初出:『華僑日
報』1964 年 9 月 8日。 
436 原文:従根源上説，道德，科学，是発自人心的両個方面，充実人的生命，生活的両方面要求；有両相增
益的関係，但既不可以相互代替，也不会両相妨礙。徐復観（1966）「反伝統与反人性」（『徐復観全集・









































































































                                                  
445 原文:它要掃蕩人類歴史所蓄積的一切観念，最後帰結到電脳。徐復観（1963）「観念的貧困与混乱」












































































                                                  
454 同上、ｐ621。 
455 徐復観（1962）「中国文化的層級性」（『徐復観全集・論文化（二）』ｐ576-577）。初出：『華僑日報』









































                                                  
456 近代中国知識人の変容について考察した研究として、余英時（1991）「中国知識分子的辺縁化」（余英
時〔2015〕『中国文化与現代化変遷』,p33-50，三民書局股份有限公司）がある。 
457 拙稿：「殷海光の知識人論について」『国際文化研究』22 号,p1-15，国際文化学会。 
458 譚凱（2011）「徐復観的両漢知識分子論」『漢江論談』2011 年 12 期,p123-126,湖北社会科学院。 





























                                                  
460 徐復観（1986）「中国知識分子的責任」（『徐復観全集・論智識分子』ｐ264）。初出:『大学雑誌』1986
年 12 月号。 
461 同上，p266。 
462 徐復観（1954）「中国知識分子的歴史性格及其歴史運命」（『徐復観全集・学術与政治之間』p149）。初


























































































































































































































































                                                  



































































   
    中国知識人の責任は、種々の正確な知識を求め、悲劇的な危険を冒し、逃避せず、詐
欺虚偽もしない、自分が考える正確かつ現実に必要とされる知識を社会まで影響させ、
社会への干渉の中で自身を試し、自分が求める知識の性能を試し、それを通して我々の
                                                  
500 原文:一万個普通人対哲学的意見，很難趕上一個哲学家的意見。一万個普通人対於科学的知識，沒有方
法可以趕上一個科学家的知識。這裡是質決定量，這是学術思想的本性。徐復観（1953）「学術与政治之















































































































                                                  








































































































                                                  










































524 鄭鴻生（2007）「台湾的文芸復興与年代:七十年代初期的思想狀況」『思想 4・台湾的七十年代』,ｐ93, 
聯経出版事業公司。 

































虚無主義」、1962 年 6 月 9日付『華僑日報』。『徐復観全集・論文化（二）』556-557 頁。 
527 徐復観（1962）「中国的虚無主義」（『徐復観全種・論文化（二）』ｐ559-565）。初出：『華僑日報』1962





















西化派との論争において、徐復観が初めて「実事求是」に言及したのは、1954 年 1 月に
発表した「吳稚暉先生的思想」（「呉稚暉先生の思想」）と題する論文である。この論文にお
いて、徐復観は吳稚暉と胡適の学問観に対して厳しい批判を行われている。 











刊』第 9巻第 7期,1974 年 7 月号。 



























                                                  
532 同上、p5-6。 
533 原文:把自己的一分理由誇張為十分的理由，一面的理由誇張為四面八方的理由。徐復観（1954）「吳稚

































1961 年 10 月 1 日に出版された『文星』第 48 期に発表された居浩然の「徐復観的故事」
（「徐復観の物語」）は、徐復観を代表とする「伝統派」が「現代義和団」だと揶揄している。

































                                                  
538 徐復観（1962）「当前的文化問題―答客問」（『徐復観全集・論文化（二）』ｐ457）。初出：『自由報』














































































































7期，1959 年 3 月 2日号。 
553 原文:（思想対時代的適応性），是指対時代所発生的新情勢，新事物，負一種解釈的責任，因而提供以
理論的根拠。徐復観（1962）「思想と時代」（『徐復観全集・論文化（二）』ｐ513）。初出：『世界評論』
第 10 年第 1号，1962 年 3 月 16 日。 
































































                                                  
558 殷海光（1966）「論認知的独立」（『殷海光全集 14・学術与思想（下）』ｐ1196）。初出：『大学生活』巻
1期 1，1966 年 1 月 15 日号。 
559 原文:中国文化里，道德伦理価値掩盖一切。任何认知要是通不过道德伦理価値的認可便无从伸張。而任
何認知一旦経過道德伦理価値的認可就失去它的独立性，变成道德伦理価値的工具。同上,ｐ1197。 






































564 原文:我們認為人間找不到絶対的真理。沒有任何人的説教，能夠一網打尽所有的道理。同上、1202 頁。 
565 殷海光（1960）「『五四』是我們的燈塔」（『殷海光全種 14・学術与思想』ｐ1102－1103）。初出：『自由
































































                                                  
570 殷海光（1959）「中国文化発展的新取向」（『殷海光全集 14・学術与思想（下）』、ｐ987）。初出：『自由




































573 Filmer・ Stuart・ Cuckow ・Northrop（1893-1992）、アメリカ哲学者。1922 年にハーバード大学で博
士号を取得した後、イェール大学で教鞭を執った。比較哲学、認識論など分野で実績をあげる。東洋
と西洋文化の交流を特に重視し、東洋哲学と西洋哲学との融合を主張している。 
574 殷海光（1953）「科学与人文之理則」（『殷海光全集 16・書評与書序』p302‐317）『民主評論』第 4 巻第




























                                                  
577 原文:洛索普教授的最大貢献，恐怕是在提出世界上不止一種科学方法；並指出不是方法決定問題，而是
問題決定方法。徐復観（1953）「按語『科学与人文之理則』」（『徐復観雑文補編・思想文化巻』ｐ
































































































































































































































































































































                                                  
584 A・L・クローバーフ(1876-1960) アメリカ人類文化学者、カリフォルニア大学教授。ネイティブ・ア
メリカン研究として知られる。代表作は『Handbook of the Indians of California 』(1925)、『The 
Nature of Culture』（1952）などである。 
585 R．レッドフィールド（Robert Redfield,1897-1958）アメリカの人類学者。メキシコ、インド、中国
など未開地域で現地調査を行い、その成果を通じて「民俗社会」の概念を提唱した。代表作は『The 






























































韋政通（1986）「以傳統主義衛道 以自由主義論政」『中国論壇』第 23 巻第 1期,ｐ130-138，
中国論壇出版社． 
韋政通「台湾三十年来的思想界」、『台湾文芸』106 期，1987 年 7 月号，台湾文芸雑誌社． 
蘇瑞鏘（2007）「1950 年代後期台港自由主義者与新儒家的論戰以及研究方向初探」『彰中学
報』24 期,p 109-124,彰化中学. 





文及社会科学集刊』26 巻 3 期,ｐ387-425,2014 年 9 月，中央研究院人文社会科学研究中心. 














陳序経（1936）「東西文化観・下・全盤西化的理由」『嶺南学報』第 5卷第 34 期，嶺南大学． 
胡適（1919）「実験主義」『新青年』6巻 4期，1919 年 4 月 15 日号. 
胡適（1919）「清代学者的治学方法」北京大学月刊』第 5・7・9期，1919 年 11 月,1920 年 9
月,1921 年 4 月． 
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胡適（1926）「我們対於西洋文明的態度」『改造月刊』，1926 年 6 月 6日付． 
胡適（1954）「追念呉稚暉先生」『自由中国』10 巻 1 期,ｐ5-p10,1954 年 1 月 1 日付. 
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12頁/注 30 香港中文大学研究院歴史 香港中文大学研究院歴史研究所 





50頁/6行 「意志自由」を実現し 「意志自由」を実現すれば 
50頁/8行 帯びくる 帯びる 
54頁/注 162 同注 63 徐復観,「給張仏泉一封公開信」 
57頁/23行 人が意志強い意志を持ち 人が強い意志を持ち 
93頁/注 314 ドイツの社会学者・レッドフィールド アメリカの社会学者・レッドフィール
ド 




117頁/22行 種々主義 種々の主義 
123頁/20行 「道徳」求めていたのである。 「道徳」を求めていたのである。 
125頁/注 428 行而上学 形而上学 
179頁/10行 彼らを阻害したのが 近代化を阻害したのが 
181頁/17行 坂本ひろ子 坂元ひろ子 
181頁/17行 『新編原点中国近代思想史 4・世界大
戦と国民形成』 
『新編原典中国近代思想史 4・世界大
戦と国民形成』 
 
